
心
あ
て
に
そ
れ
か
と
ぞ
み
る
白
露
の
光
そ
へ
た
る
夕
顔
の
花

夕
顔

源氏組香図「夕顔_ 」

／

墨
い
る
で
つ
づ
る
恋
歌

源
氏
物
語

鼠

そ
の
頃
、
源
氏
は
六
条
に
住
む
高
貴
な
女
性
の

も
と
へ
、
毎
夜
忍
び
通
い
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
み
つ

源
氏
に
は
、
乳
母
の
息
子
の
惟
光
と
い
う
忠
実

な
供
が
お
り
、
惟
光
か
ら
乳
母
の
病
気
の
こ
と
を

聞
か
さ
れ
た
源
氏
は
、
早
速
見
舞
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。五

条
に
あ
る
乳
母
の
家
の
隣
家
の
垣
に
、
白
い

花
が
咲
い
て
い
る
の
に
目
を
と
め
た
源
氏
は
、
家

臣
に
手
折
ら
せ
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
家
か
ら

童
女
が
手
に
白
扇
を
持
っ
て
出
て
来
て
、
花
を
扇

に
の
せ
て
源
氏
へ
と
差
し
上
げ
た
の
で
す
。
香
り

よ
く
使
い
こ
ま
れ
た
扇
に
は
、
女
主
人
の
手
で
歌

が
書
き
添
え
て
あ
り
ま
し
た
。
心
を
動
か
さ
れ
た

源
氏
は
、
そ
の
ゆ
か
し
い
心
に
魅
か
れ
、
惟
光
を

仲
立
ち
に
し
て
通
い
は
じ
め
た
の
で
す
。

こ
の
美
し
い
女
人
・
夕
顔
を
自
分
一
人
の
も
の

に
し
た
い
と
願
っ
た
源
氏
は
、
八
月
十
五
日
の
夜
、

無
理
に
車
に
抱
き
乗
せ
て
、
加
茂
川
の
ほ
と
り
の

別
荘
に
連
れ
出
し
ま
し
た
。

夜
更
け
、
源
氏
の
枕
も
と
に
怪
し
い
女
性
の
姿

が
現
わ
れ
恨
み
言
を
な
ら
べ
、
夕
顔
は
そ
の
恐
ろ

し
さ
に
息
を
引
き
と
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

数
日
後
、
源
氏
は
夕
顔
の
侍
女
・
右
近
か
ら
夕

顔
は
頭
の
中
将
の
思
い
人
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
中

将
の
間
に
三
歳
の
女
の
子
ま
で
も
う
け
て
い
た
人

で
あ
っ
た
こ
と
を
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

歌
は
夕
顔
が
花
に
添
え
て
源
氏
に
贈
っ
た
と
き

の
も
の
で
、
も
し
や
源
氏
の
君
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
、
と
い
う
意
味
を
こ
め
た
も
の
で
す
。

心
水
墨
国
広
節
夫
・
書
国
広
冨
美
子
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カメラ。

( 上) 曇り空の下、窒のl ､ 、フェ
はゆっくりと
を現した。
らヒザー・メ
、アントニオ
ンゼイさん
たりとゆった
らは残された
を楽しむ。
最近、シンガ
新し< 着け替
船のシンボル

アスター
その船体
( 左) 左か
アーさん、
船長、リ
(中) ゆっ
りと、彼
人生の時
( 下) つい最近、
ポールで
えられた
マーク。

米田定蔵
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画

垂Ｉ
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画
目f？

Ｑ，
■-

と’ 、
Ｅ
、
Ｅ

雪 一萱

ず
っ
と
さ
っ
き
か
ら
船
尾
を
２
，
３

羽
の
カ
モ
メ
が
つ
い
て
く
る
。
特
に
目

に
入
っ
て
来
る
も
の
と
言
え
ば
そ
れ
ぐ

ら
い
な
も
の
で
、
デ
ッ
キ
の
上
に
寝
こ

ろ
ん
で
た
だ
た
だ
広
が
る
空
と
海
を
眺

め
て
い
る
と
、
何
か
を
考
え
よ
う
と
す

る
気
も
失
せ
る
。
時
間
は
ま
っ
た
く
別

の
と
こ
ろ
を
流
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

３
年
前
の
春
、
Ｒ
本
へ
帰
る
船
の
上

で
味
わ
っ
た
〃
何
も
し
な
い
〃
こ
と
の

楽
し
さ
、
こ
れ
も
船
旅
の
良
さ
の
ひ
と

つ
だ
ろ
う
。

の
ほ
と
ん
ど
が
京
都
や
奈
良
へ
日
帰
り

ツ
ァ
ー
に
出
か
け
て
い
て
、
船
内
は
が

ら
ん
と
し
て
い
た
。
船
に
と
っ
て
は
ち

ょ
っ
と
し
た
休
憩
時
間
だ
。

「
１
９
５
７
年
に
建
造
さ
れ
、
し
ば
ら

く
は
軍
隊
輸
送
船
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
ん
だ
け
れ
ど
、
配
年
加
月
に
初
め
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ

ク
ル
ー
ズ
に
で
た
。
そ
れ
が
沌
年
ま
で

続
き
、
私
年
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ

戻
り
、
南
太
平
洋
ク
ル
ー
ズ
を
始
め
、

今
に
至
る
っ
て
わ
け
だ
」
と
、
船
長
の

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ヴ
ィ
ッ
ト
さ
ん
が
フ
エ

ァ
ス
タ
ー
の
歴
史
を
話
し
て
く
れ
る
。

イ
タ
リ
ア
人
の
ア
ン
ト
ニ
オ
さ
ん
は
、

お
じ
い
さ
ん
が
定
期
船
の
水
夫
長
だ
っ

た
た
め
小
さ
い
頃
か
ら
船
と
海
に
親
し

み
自
然
と
船
乗
り
に
な
っ
た
と
い
う
。

フ
ェ
ァ
ス
タ
ー
に
は
刈
年
か
ら
乗
り
込

み
、
船
長
に
な
っ
た
の
は
駆
年
。

日
本
人
に
は
ま
だ
馴
染
ま
な
い
ク
ル

ー
ズ
の
楽
し
さ
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る

と
、「

世
界
中
の
素
晴
ら
し
い
場
所
に
行
け

て
、
最
高
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

と
こ
ろ
か
な
」

「
船
客
の
面
倒
の
全
て
を
船
が
み
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
の
手
配
や
汽
車
の
切
符
な
ど

全
て
を
。
そ
れ
か
ら
社
交
的
で
あ
る
こ

と
。
そ
れ
に
宝
石
を
着
け
た
ま
ま
旅
が

出
来
る
の
は
船
だ
け
、
つ
ま
り
そ
れ
だ

け
安
全
っ
て
こ
と
で
す
ね
」
船
長
の
後

を
引
き
継
い
で
ク
ル
ー
ズ
・
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
の
リ
ン
ゼ
イ
・
エ
ド
ワ
ー
ズ
さ
ん

が
言
う
。
リ
ン
ゼ
イ
さ
ん
の
仕
事
は
、

朝
８
時
頃
か
ら
真
夜
中
ま
で
び
っ
し
り

と
組
ま
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
例
え
ば
エ

蕊

胆
‐
Ｌ

雷雲
１W〆

聖毒認;’！
〆

聖毒認;’！

午
後
か
ら
船
を
訪
ね
て
み
る
と
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
人
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

人
、
ア
メ
リ
カ
人
等
約
一
千
人
の
船
客

謹溌､ §
観光に出るのもゆっくり午後を過ごすのも、それは自由。 とてもフランクな案内嬢達。

６
月
８
日
午
前
９
時
、
ポ
ー
ト
タ
ー

ミ
ナ
ル
（
新
港
第
４
突
堤
）
か
ら
出
航
し

て
行
く
日
本
の
豪
華
客
船
「
ふ
じ
丸
」

が
汽
笛
を
鳴
ら
す
。
３
年
半
ぶ
り
に
神

戸
を
訪
れ
た
「
フ
ェ
ァ
ス
タ
ー
」
（
２
３
，

７
６
４
ト
ン
）
を
迎
え
る
た
め
だ
。
フ
ェ

ァ
ス
タ
ー
も
汽
笛
で
応
え
る
。
港
中
に

そ
の
の
音
が
鳴
り
響
き
、
真
っ
白
な
２

隻
の
船
が
す
れ
遠
う
。

客
船
の
顔
が
次
第
に
は
っ
き
り
と
見

え
て
く
る
。
甲
板
に
は
白
人
の
老
夫
婦

が
一
杯
で
、
着
岸
と
同
時
に
始
ま
っ
た

神
戸
市
消
防
音
楽
隊
に
よ
る
歓
迎
の
演

奏
に
合
わ
せ
て
、
手
拍
手
を
う
ち
な
が

ら
歌
っ
て
い
る
。
仕
事
を
定
年
ま
で
勤

め
あ
げ
、
初
め
て
の
、
何
度
目
か
の
ク

ル
ー
ズ
に
出
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
彼
ら

の
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
楽
し
ん
で
や
ろ

う
と
い
う
若
さ
と
パ
ワ
ー
は
み
て
い
て

な
ん
だ
か
と
て
も
い
い
感
じ
だ
っ
た
。
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冬
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５
月
詑
日
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
出
て

基
隆
（
台
湾
）
、
鹿
児
島
、
神
戸
、
東
京
、

グ
ア
ム
、
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
そ

し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
回
る
全
行
程

”
日
間
の
こ
の
ク
ル
ー
ズ
。
ヒ
ザ
ー
・

メ
ア
－
さ
ん
が
一
番
好
き
だ
と
い
っ
て

い
た
「
黄
昏
時
の
シ
ド
ニ
ー
港
」
が
、

そ
の
白
い
優
美
な
船
体
を
優
し
く
迎
え

て
く
れ
る
日
ま
で
、
無
事
に
航
海
を
続

け
ら
れ
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。

一
可 遁|ル 痔

.『リ 侭

禦
砧

，‘可Ｍ

識

手、

Ｌ全一一』

輿

ｆｈｎ

( 上) 夕食後、バンドの音楽に合わせてダンス
が始まる。( 左) 案内してくれたドミニコさんｃ

●
フ
エ
ア
・
ス
タ
ー
号
上
で

〃
ジ
ヤ
パ
ン
シ
ョ
ー
〃

〃
船
ズ
キ
〃
の
月
刊
神
戸
っ
子
へ
祭
り
」
奔
素
踊
り
で
威
勢
よ
く
。

東
急
ト
ラ
ベ
ル
か
ら
、
フ
ェ
ァ
ス
次
は
、
お
琴
を
二
曲
。
吉
沢
検

タ
ー
号
上
で
日
本
の
保
綴
文
化
の
校
の
名
囲
〃
千
鳥
の
曲
〃
と
”
日

シ
ョ
ー
を
と
依
頼
を
受
け
た
の
は
本
の
童
唄
〃
を
、
福
家
親
昭
井
師

６
月
４
日
．
入
港
が
６
月
８
日
朝
と
、
井
戸
桓
親
由
井
師
が
演
奏
．

で
、
夜
の
９
時
半
か
ら
と
の
こ
と
雅
び
な
音
色
が
ダ
ン
ス
フ
ロ
ァ

エ
ラ
イ
コ
ッ
チ
ャ
と
大
慌
て
で
”
か
ら
船
内
に
流
れ
、
静
か
に
耳
を

船
ス
キ
“
の
が
術
芳
一
師
匠
を
中
傾
け
て
い
る
。
号
穫
は
が
伽
芳
一

心
に
番
組
づ
く
り
、
冷
汗
も
の
だ
。
師
匠
の
長
唄
蔵
榎
獅
蚤
・
さ

当
夜
は
、
雨
程
榛
。
京
、
奈
良
ら
し
の
段
に
な
る
と
ホ
ー
ル
中
が

神
戸
近
郊
の
旅
か
ら
帰
っ
た
パ
セ
手
拍
子
で
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
。

ン
ジ
ャ
ー
達
が
食
事
を
終
え
て
大
手
〆
め
の
後
は
、
撮
影
大
会
で
出

倖
髪
ロ
。
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
、
花
演
者
は
大
モ
テ
。
日
豪
文
仏
父
流

愛
鳥
く

柳
小
一
二
郎
鯉
匹
・
大
和
楽
の
「
ぉ
の
心
豊
か
な
夜
だ
っ
た
。（

小
泉
記
）

、

抜
け
の
ラ
ウ
ン
ジ
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
の

奥
に
は
ガ
ラ
ス
ご
し
に
プ
ー
ル
が
見
え

る
。
こ
の
他
に
も
ス
タ
ン
ド
・
バ
ー
に

デ
ィ
ス
コ
、
美
容
院
、
デ
ュ
ー
テ
ィ
ー

フ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、
体
育
館
、
カ
ジ
ノ

な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
は
も
う
、
ひ
と
つ

の
街
で
あ
る
。

母 噌
馴
●
一一

』

且‘-、
噌諮

■

メ
ア
－
さ
ん
と
操
舵
室

で
働
く
セ
カ
ン
ド
オ
フ

ィ
サ
ー
の
ド
ミ
ニ
コ
・

ラ
ブ
ラ
ノ
さ
ん
に
船
内

を
案
内
し
て
貰
っ
た
。

捌
人
収
容
の
レ
ス
ト

ラ
ン
が
２
つ
に
川
人
入

れ
る
映
画
館
、
２
階
吹

罰
銅

( 右上) 花柳小三郎さん( 左上) 花柳芳一さん( 右下) 福家親昭井さんと
井戸垣親由井さん( 左下) 船客からは暖かい拍手が贈られた。

４

ア
ロ
ビ
ク
ス
、
Ｔ
‐
シ
ャ
シ
の
ペ
イ
ン

テ
ィ
ン
グ
、
ダ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ
ー
な

ど
お
客
を
楽
し
ま
せ
る
企
画
を
立
案
・

実
行
す
る
こ
と
だ
。
こ
の
中
に
は
、
型

時
間
態
勢
で
子
供
の
面
倒
を
み
る
と
い

う
他
の
船
に
は
な
い
フ
ェ
ァ
ス
タ
ー
な

ら
で
は
の
仕
事
も
含
ま
れ
て
い
る
。

操
舵
室
お
で
話
を
伺
っ
た
後
、
そ
れ

ぞ
れ
の
寄
航
地
で
観
光
の
手
配
を
す
る

ツ
ア
ー
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ヒ
ザ
－
．
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●貸室面柄
693.86㎡(209.89坪）
●月額賃料( 円/ 坪）
2,413,735円
（11,500円/坪）
●共益費(円/坪）
734,615円
（3,500円/坪）

●敷金
24.137,350円
家賃１０ヵ月分
●駐車場
３台程度使用可能

ハイセンスでアートフルなコーポレートイメージを創造します。 聖官

瀞
盃

可

●月額賃料
2.310‘０００円
（20.000円／坪）

⑥敷金
、57.750期000円
家賃２５カ月分
④駐車場

な

一ｼ が雷

７

一

一一

ー・
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識寵罰

尾．.__雪理

5 台程度使用可能
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( ･ サービススペース）

企業博物館やモデルショップ、ギャラリー、ショールーム、アトリエ、工房、研究所、チャペル、カフェ、カフェテラス、レストラン等、用途が多彩に広がる
ハイグレードなレンタルスペースです。尚、花と彫刻に囲まれたヴィクトリアガーデンは各種イベントにもご利用頂けます。
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ＴＥＬ( 0 7 8 ) 3 0 2 - 3 3 1 1 担当＝岡.藤森

白

⑭貸室面積
室内3 8 1 . 9 3 ㎡（１

華鍵
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１１

フルーツフォンデュ

／ 詞

』

フ
ル
ー
ツ
を
超
え
た
美
味
し
さ
を

果
物
の
優
し
く
繊
細
な
天
然
の
色
・
味
・
香
り
を

大
切
に
作
っ
た
デ
ザ
ー
ト
の
数
々
。
直
接
農
家

に
栽
培
を
委
託
し
、
普
通
で
は
手
に
入
ら
な
い

完
熟
の
果
物
を
べ
Ｉ
ス
に
作
り
ま
し
た
。
当
店

お
勧
め
の
フ
ル
ー
ツ
フ
ォ
ン
デ
ュ
も
合
わ
せ
て

お
試
し
く
だ
さ
い
。

メロンドクーローヌ( 王冠）

iＩ
寺

一合牡‘今一

陣‘●

錘…１，, 豊

とれたての果物とグラニティ

、

戸

クラニテイ、アイスクリ
お持ち帰りも

１
ＥＩｉ

凹

〒6 5 O 神戸市中央区東川崎町１－６－１
モザイク10 1合( 0 7 8 ) 3 6 0 - 0 7 0 9
②11:00AM～10:O0RM(年中無休）
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二参 会

■己

Ｊ霊

、
ナ墜木高砂辰

にしてい

みずみずしく､ フレッシ

『

ジﾔパﾝビﾝﾃ－洲スノトラ ～おいしい国から､ おいしいゼリー～
強い陽ざしの昼さがり､ 冷蔵庫からよく冷えたパスパーラを出しますb みずみずしく
ﾌ ﾚ ｯ ｼ ｭ 葱風味が冷たさの中で生きている夏のデザート｡ 大きな果肉入り( ハスｶ
ｯ ﾌ ﾟ ､ りんご､ メロン､ 伊予柑､ 桃､ ピネネ) に果汁たっぷりのゼリー( パイン､ ポイソン
ベリー､ バｯ ｼ ｮ ﾝ フルーツ､ マンゴー) とコーヒーゼリー｡ 合せて１１種類の味わいで
すもお食事のしめくくりに､ 河一ﾀ ｲ ﾑ のひとときに､ みずみずしさがあふれそうで・す６
．本高砂屋のパスパーラは､ 全国の有名百貨店でお買い求め下さい。

ノ

木｣の字を大切にしていますも可
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ソ
ー
セ

ド
の
本
店
で
は
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
－
ジ
を
ハ
ム
で
巻
い
た
も
の
）
、
サ

ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
、
ハ
ム
、
チ
ワ
ー
ピ
ク
ル
ス
、
フ
レ
ン
チ
パ
テ

ー
ズ
な
ど
が
ず
ら
り
と
並
び
、
思
ィ
（
野
菜
入
り
ソ
ー
セ
ー
ジ
）
、
ハ

わ
ず
ニ
ッ
コ
リ
。
国
産
、
輸
入
を
－
ド
サ
ラ
ミ
、
レ
バ
ー
ペ
ー
ス
ト
、

問
詐
わ
ず
、
種
類
は
豊
富
で
、
ス
モ
コ
ン
タ
ン
ボ
イ
ル
、
ロ
ー
ス
ト
ポ

ー
ク
キ
ン
グ
サ
ー
モ
ン
、
ス
モ
ー
－
ク
、
ベ
ー
コ
ン
、
ロ
ー
ス
ト
ピ

ク
レ
ッ
ド
サ
ー
モ
ン
、
ス
モ
ー
ク
－
フ
、
カ
ス
ラ
リ
ブ
ス
ペ
ア
、
ロ

イ
ー
ル
（
う
な
ぎ
の
燃
製
）
、
ス
モ
Ｉ
ス
ハ
ム
、
プ
レ
ス
ト
ハ
ム
、
チ
ー

ー
ク
ヘ
リ
ン
グ
（
に
し
ん
の
煉
製
）
、
ズ
等
。
好
み
に
応
じ
て
詰
め
合
わ

フ
レ
ッ
シ
ュ
ポ
ー
ク
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
せ
て
も
ら
え
て
お
中
元
に
も
最
適
。

ト
ア
ロ
ー
ド
デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン

お
中
元

．
①
“

の
同
国
亀
彦
角
同
』
刀

｝
神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
一
一
丁
目
六
’
五

電
話
（
○
七
八
）
三
三
一
’
六
五
一
一
一
五

Ｑ
﹇
可
弓
胃
く
閃
○
国
同

神
戸
の
セ
ン
ス
を
贈
る

織
繍
鋤
猟
蹴
鍵

の
席
や
、
お
も
て
な
じ
の
膳
に
ぴ

創
作
吉
野
杉
箸
セ
ッ
ト
を
は
じ
っ
た
り
の
お
箸
だ
。

め
、
数
々
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
割
箸
ギ
花
の
絵
柄
は
、
水
仙
・
あ
ぶ
ら

フ
ト
セ
ッ
ト
を
企
画
販
売
し
て
い
な
・
つ
ゆ
く
さ
・
け
し
・
て
っ
せ

る
『
神
戸
は
し
ま
ん
』
の
新
企
画
ん
・
コ
ス
モ
ス
・
は
ぎ
・
た
で
の

商
品
。
手
作
り
吉
野
杉
箸
セ
ッ
ト
８
種
類
。

「
花
の
お
も
て
な
し
」
は
、
お
歳
●
贈
答
用
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト

暮
な
ど
の
贈
物
に
最
適
の
品
だ
。
う
た
げ
（
型
膳
）
２
８
０
０
円

神
戸
市
在
住
の
手
番
染
色
家
．
つ
ど
い
（
哩
膳
）
１
５
０
０
円

神
戸
市
兵
庫
区
高
松
町
十
一
一
’
二
十
五

電
話
（
○
七
八
）
六
八
一
一
ｌ
ｏ
一
一
六
一
（
代
）

！
丘
蕊
し
て
唾
１

諒言一

灘
Ｌ

・皇 ●
。
●

壷

錘

‐可議霧Ｊ

南京町｢ 箸屋｣ にて販売（蕊嚇淵謙。

卜4Ｖ
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宮
士
杜
仲
株
式
会
社

尼
崎
市
武
庫
之
荘
一
丁
目
十
九
’
十
一
一

電
話
（
○
六
）
四
三
二
－
○
七
七
○

今
、
静
か
な
ブ
ー
ム
に
な
っ
り
含
ん
で
い
る
の
で
、
毎
日

て
い
る
有
用
植
物
「
杜
仲
葉
」
飲
ん
で
、
家
族
そ
ろ
っ
て
健

（
と
ち
ゅ
う
ょ
う
）
は
、
味
に
康
維
持
に
ぜ
ひ
お
役
立
て
下
さ

癖
が
な
く
甘
み
の
あ
る
飲
料
で
、
い
。

中
国
で
は
お
茶
の
宝
石
と
い
わ
神
戸
出
身
の
タ
レ
ン
ト
大
村

れ
て
い
ま
す
。
皇
さ
ん
は
「
無
農
薬
で
飲
む
気

日
本
で
は
、
こ
の
杜
仲
の
木
に
な
り
、
ヤ
カ
ン
に
三
袋
い
れ

を
短
く
薗
定
し
、
葉
に
杜
仲
独
て
炊
き
出
し
ガ
ラ
ス
ピ
ン
４
本
。

特
の
養
分
が
い
く
よ
う
に
栽
培
冷
蔵
庫
に
冷
や
し
て
家
族
中
で

し
、
ま
た
、
独
特
の
培
煎
技
術
愛
用
し
て
い
る
。
」

を
開
発
。
お
中
元
に
は
家
族
で
喜
ば
れ
る

味
、
香
り
と
も
に
す
ば
ら
し
杜
仲
葉
の
セ
ッ
ト
を
お
贈
り
下

い
製
品
で
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
さ
い
。
（
化
粧
箱
セ
ッ
ト
２
．

ラ
ル
（
微
量
元
素
）
を
た
つ
ぷ
８
０
０
円
×
２
箱
）

醇『

明
治
後
半
、
舶
来
野
菜
や
果
物
そ
れ
に
、
こ
れ
か
ら
の
フ
ル
ー
ツ

商
と
し
て
生
ま
れ
た
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｎ
が
お
い
し
い
季
節
に
バ
ラ
エ
テ
ィ

Ｏ
は
、
異
人
館
街
北
野
の
入
口
、
Ｉ
に
富
ん
だ
、
旬
の
果
物
は
き
っ

中
山
手
で
高
級
フ
ル
ー
ツ
店
と
し
と
喜
ば
れ
る
は
ず
で
す
。

て
、
オ
ー
ル
ド
神
戸
っ
子
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
果
物
を
詰
め
合
わ

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ホ
テ
ル
オ
せ
た
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
、

ｌ
ク
ラ
神
戸
や
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
￥
２
，
０
０
０
か
ら
。
こ
の
夏
の
ぉ

テ
ル
へ
、
ま
た
宮
内
庁
御
用
達
店
推
め
商
品
、
メ
ロ
ン
、
白
桃
、
マ
ス
カ

と
し
て
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｆ
Ｒ
Ｕ
ツ
ト
、
巨
峰
な
ど
の
単
品
詰
め
合
わ

Ｉ
Ｔ
Ｓ
を
納
め
て
い
ま
す
。
せ
で
は
￥
３
，
０
０
０
か
ら
。
ご
子

こ
の
よ
う
に
信
頼
が
厚
く
、
高
算
に
応
じ
て
お
詰
め
致
し
ま
す
。

品
質
で
新
鮮
な
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｏ
（
写
真
の
商
品
大
・
￥
１
５
，
０

Ｆ
Ｒ
Ｕ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
は
贈
り
物
に
最
適
。
０
０
、
小
・
￥
５
，
０
０
０
）

高
級
果
実
河
野
商
店

、
①
“
の
ロ
ジ
亀
学
角
圃
河
Ｑ
属
割
引
【
ｚ
尉
内
○
国
同

お
中
元
ｌ
神
戸
・
セ
ン
爽
塞
．

株
式
会
社
河
野
商
店

神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
一
丁
目
二
六
’
’
一

電
話
（
○
七
八
）
一
一
一
二
’
一
二
四
八

ま
ぼ
ろ
し
の
高
貴
茶
〈
元
祖
〉
杜
仲
葉

卓
》
一
切
●

と
ち
吟
う
よ
う

お歳暮用に２箱セットをご利用下さい。5 7 5 0 円( 化粧箱代含) ・１箱2 8 0 0 円

『可

護
１

８
。
Ｋ
食
Ｔ
６
一
『

一
鑑
読
袖
唖
可
診
子
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葱

SantIc

＝＝

■ギフトにさんちか商品券をどう鍵／さんちか商品券は5 0 0 円単位｡ どなたにもよろこばれる､ スマートなギフトに最適で夷
■さんちかメンバーズカーＫもうお持ちですか? ／f メンバーズだけの特典いろいろ｡ バーゲンに威力を発揮するカードb スグご入会ください。
回駐車場無料サービス／市立三宮駐車場がご利用いただけます5 3 , 0 0 0 円以上お買い上げのお客様にさんちか各店で2 時間無料駐車券を進呈

（駐車券をご呈示ください)。今月の定休日７/ 2 1④営業時間ﾉ A M 1 0 : 0 0 ～P M 8 : 0 0 ( 飲食店はP M 9 : 0 0 まで）

F ，

ａ

&日２

０OFFが気になる乱ち力､の 神戸､ 三宝含北名がT 1 1 e N ⑧ｗ恥a r l o Y K o b a

'

、三Ｎ ″

三．

廟 幹
・
咽
が
可 編

甥
唖
２騨鍵

‘
一

一
『

一
一

ー ＝

Ｆ守１

Ｆ

二＝

、

》
有

司
塁

リ
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施息/りりzａ

、／

、

ﾖ ｰ ﾛ ｯ バの豊測歴史と伝搬継承した高級ﾎ ﾃ ﾙ

ノ
閉丞凸亜呼

申

ヤ
や
倒
劇
田

ＨＯＴＥＬＧＡＵＦＲＥＳＲＩＴＺ

ホテルコ苫- フルリッツ
稗戸風月 : 堂港島

ﾐ ナサンゴーフル

壷( 0 7 8 ) 3 0 3 - 5 5 5 5
〒6 5 O 神戸市中央区港島中町6 丁目１番

（ポートライナー市民広場駅下車北神戸商工会議所とツインビル）

ホテルコーフルロルツ
ポーI らｲ ﾂ ｰ 市畏広場駅下璽
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塗”
‘零弟，

よろこびの食卓を■~
ｻ ポｰ 付ると

F U j に仁０

発
行
．
（
有
）
月
刊
神
戸
っ
子
神
戸
市
中
央
区
東
町
１
１
３
の
１
大
神
ビ
ル
９
Ｆ
郵
便
番
号
〒
６
５
０
電
話
（
０
７
８
）
３
３
１
．
２
２
４
６
挿
需
畔
生
弱
和
蛎
瑞
叩
（
送
料
舶
円
）

神
戸
っ
子
第
３
８
７
号
１
９
９
３
年
７
月
１
日
発
行
（
毎
月
１
回
１
日
発
行
）
昭
和
⑩
年
１
月
印
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
ナ
ニ
ワ
印
刷
（
株
）
印
刷
‐
編
集
／
小
泉
美
喜
呼
・
発
行
／
小
泉
康
夫
、
塾

ｉ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
。
。

フジッコ株式会

時代は､ 今 Ｏ

ﾐﾈﾗﾉﾚ]が北九州小倉に伝わる1 5 0 年胆か床から抽Ｉ
出会って生まれた発酵液｡ …大自然の力が､ またひとつ私達に与えてくれたおいしさで式

もちろん化学調味料を使用せずにお作りしていますので、
野菜の持ち味が生きる､ 飽きのこない味わいがお楽しみいただけま丈

Ｌ岨

Ｆ
１
‐
６
１
膳
Ⅱ

唾

t l W f J E F 冒窪･ 審毎

勇唇
凹

紗’

.届
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